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We present a parameter study of simulated processes of the magnetosphere-ionosphere (M-I) coupling using the global MHD
simulationcode developed by Tanaka (2010).

The boundary conditions for the M-I coupling include some scaling factors. These factors are adjustable and are determined
through trial and error. The main goal of this study is optimization of these scaling factors in theboundary condition by use of a
data assimilation technique.

In this paper, we combine the MHD simulation and solar wind parametersderived from the ACE satellite, and optimize the
scaling factors to theionospheric convection electric field by the SuperDARN HF Radar Network.

グローバル電磁流体力学的（MHD）シミュレーション（Tanaka et al., 2010）による太陽風の変動に対する地球磁気圏
や電離圏の応答を調べる研究は発展を続けており、太陽風から取り込まれた磁気圏のエネルギーが突然開放されるサブ
ストームと呼ばれる現象を再現し、そのときの地球磁気圏のダイナミクスを議論できる程度にまで成長してきた。
磁気圏-電離圏相互作用過程は現在も十分に解明されていないために、シミュレーションモデルにおける磁気圏と電離

圏の境界における関係式にはいくつか任意に決定されている係数がある。これらの係数の値によって、オーロラ発生時
の磁気圏や電離圏における物理量分布は変化する。
本研究の最終的な目的はデータ同化手法を用いて最適な組み合わせの係数を推定することである。磁気圏モデルの内

部境界における関係式から、磁気圏から入力される沿磁力線電流や、プラズマ圧などの電離層電気伝導度への寄与を変
えると、磁気圏にフィードバックされる沿磁力線電流やポテンシャルが変わってくることが予想される。
本発表では SuperDARNレーダーを用いた電離圏対流のデータをもとに磁気圏ー電離圏結合領域におけるディフューズ

オーロラや、ディスクリートオーロラ粒子の降下による電離層電気伝導度の増加をコントロールする係数の最適値を推
定した結果を報告する。


